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１．行政改革に

ついて 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 新市の将来像「あおあおとみずみずしい心が集う都市」

の実現を目標にかかげ新東松島市平成 17 年 4 月より市長

が行動し、指導力を発揮した年でもあったが、一方分権、

国の三位一体改革で社会経済環境が大きく変化した年で

もあった。市長は自治体間の競争の時代、変革の時代に向

け改革のやる気のある自治体のみが生き残れる時代と認

識していると表明をしている。市長の市政に取組む基本姿

勢について伺う。 

① 財政健全化へ確かな道筋をつけるために、これまでの

予算重視計画主義から、決算重視成果主義への転換を

図るとしているが、具体的な手法の計画を考えている

のか 

② 公立深谷病院の経営健全化のために、石巻市と協議し

早い時期に一定の方向付けをしたいとしているが、そ

の方向付けとは 

③ 職員の適正化計画（18 年度から 5 年で新行革指針の 4．

6％以上の職員数の純減）としているが、年度ごとの数

字で示されたい 

④ 合併により新市による各種すり合わせ協議事項、サー

ビス低下させないとする大前提により、数億円の歳出

が生じた。東松島市総合計画作成の目標値に市民の対

話と協働により、市政健全化のため改革目標値が必要

ではないか 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 平成２８年２月１０日開会 

 平成２８年第１回東松島市議会定例会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会派代表質問通告書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東松島市議会 
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１．所信につい

て伺う 

 
 東日本大震災からもうすぐ丸５年を迎えようとしてい

る。市当局はじめ関係機関の大変な努力により、最終的な

移転団地の完成が目前に迫るなど、復興事業が着実に進ん

でいることは被災された皆様のみならず、全市民の喜びと

するところである。平成２８年度、市政執行の所信におい

ては、昨年同様に復興の加速化はもちろんのこと、さらに

一歩前進し、震災そして復興をチャレンジの機会と捉え新

たな東松島市を創造していく覚悟と次世代へ引き継ぐ責

務を語られていますが、是非とも市民が手を携えてさらに

住みよい東松島市をつくっていければと思う。以下につい

て伺う。 

 

(1) 復興について 

① 住居などインフラの復興は進んでいるものの「心の

復興」が課題とされているが、解決に向けた取り組み

について。 

 

② 復興事業の推進により丘陵地において広範囲で土

砂の採取が進んでいる。採取後は植林や採草地などに

より緑化するとされているが、その他の活用について

も考えていくべきと思うがいかがか。 

 

(2) 自治協働の推進について 

本年度は、自治会制度の平成２９年度完全移行に向け

た重要な年度と思うが、移行に向けた取り組みについ

て。 

 

(3) 産業の振興について 

 ① １次産業は生産基盤の復旧・復興がほぼ終了し、次

第に震災前の生産量を確保しつつあるとされるが、国

の被災農家支援は大規模法人への支援にとどまり、個

人農家へはなく不公平感が否めない。その支援につい

て国、県に対し強く要望すべきと思うがいかがか。 

 

 ② 観光について、海水浴場の再開はいつ頃予定として
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 いるか。 

 

(4) 交流事業について 

更別村、東根市、東松山市、デンマーク・ロラン市、

インドネシア・アチェ市との「多様な交流」活動は市民

の心を豊かにし‥‥とあるが、全く同感である。市民の

理解と参画を高めていく取り組みについて伺う。 

 

(5) 「地域おこし協力隊」制度をどのように利用してい

くのか。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長】
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１．所信に対す

る具体策を問う 

 市政執行について市長は５つの項目を挙げ所信の一端

を述べたが、次の内容について、より具体的な方向性など

について伺う。 

 

(1) 「復興の具現化」と「新たな東松島市」の構築につ

いて 

   生活環境の変化に伴うサポート体制の充実とある

が、基本となる実効性ある組織の完成と財源の確保の

裏付けについて。 

 

(2) 地方財政を巡る動きと当初予算の編成について 

   「復興の加速化」「人口減少」「少子高齢化」と行財

政改革の推進は表裏一体とは考えにくい。他自治体から

の支援を受けながら「自己力(地域力)」「独創性」「優

先順位の明確化」などに加え、市民生活環境の安定、そ

して、あえて向上を唱えるには困難が待ち受ける。整合

性を得るための指針を問う。 

 

(3) 平成２８年度市政運営の基本方針について 

 ① 「市民協働」体制や地域の合意形成があり、高い評

価を受け進められているとしているが、市民には、組

織形成に関し重圧となっている地域が散見され、十分

な説明と理解が得られているとは考えにくい。 

制度移行に向けての更なる施策について伺う。 

  

② 東松島市総合計画前期基本計画に基づく 5 つの重点

施策について。 

  ア 安全安心に暮らせる防災自立都市を目指すとある

が、防災の全般計画について吟味すると災害に対す

る処置・対応が不十分と思うがどうか。震災の経験

が自信や油断となって対策がおろそかになってはい
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    ないか。 

   避難道路の整備・市民防災教育(特に情報共有要領)

についての考え方を問う。 

イ 若者と子育て世帯に加え、シニア世帯の定住化施

策の構想はできているか。 

ウ 健康寿命の延伸について 

    ゆぷとの積極的利用に加え、各市民センターを活

用しての健康・体力の維持向上、そして、社会教育・

生涯学習機会の拡充に伴う施策についての指針を伺

う。 

エ 自治協働の推進について 

    地域自らが解決する仕組みづくりがいまだ不十分

と思われる。各市民センターが各自治組織と連携が

伴わなければ中間組織としての役割をなさないが、

今後の方針について伺う。 

オ 産業振興の推進について 

    安定した企業の誘致と力強い地元企業の育成が重

要である。特に、商工会、奥松島公社、ＮＰＯ法人

等の組織力向上について伺う。 

 

(4) 分野別施策について伺う。 

 ① 「保」について 

戸建て住宅への太陽光発電導入助成等の継続の重点

とその充実についての考え方を伺う。 

② 「備」について 

消防団の再編の考え方。 

 ③ 「健」について 

   ゆぷと利用推進策と他施設の利活用、特に今後計画

されるパークゴルフ場クラブハウスなどの整備の推進

についての考え方を問う。 

 ④ 「伸」について 
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 ア 保育所の入所待機児童ゼロを目指したマンパワー

の確保と施設の拡充・充実および子育て世代の負担

軽減策に向けての考えを伺う。 

イ 小中学生の教育について、きめ細かな実践的教育

を実施するには、補助教員等の配置や地域の特性を

生かした教育が重要である。また、教室等の増築、

学区の見直しなどが必要となる。 

    宮野森小、鳴瀬桜華小整備が注目を受けているが、

矢本地区の学校施設や学区の見直しは、今後の課題

となることは必至である。学力向上に資する施設整

備の方向性について伺う。 

 ⑤ 「修」について 

   自治協働の地域活動は、少子高齢化を見据えた対応

が重要である。成果を重視しつつ必要な事業への予算

配分と人員配置の構想について伺う。 

 ⑥ 「住」について 

ア 移転に伴う生活環境の変化や住宅再建を進めた後

のまちづくりの裏には､空き家対策が不可欠となる。

対策について伺う。 

  イ ＪＲダイヤ改正に伴う利便性の確保では、東矢本

駅への停車と仙石線の増便がある。そして、踏切幅

の拡幅が必要である。方向性を問う。 

  ウ 二次交通の充実は、移転後の状況調査を踏まえた

運行計画が重要である。方向性を伺う。 

 ⑦ 「働」について 

   東松島市震災メモリアルパークについては施設の

重複がないよう十分検討すべきと思う。旧野蒜小跡地

利用も含め考え方を伺う。 

 ⑧ 「信」について 

ア 被災者の自立対策と情報共有システム等の推進に

当たっての重視すべき事項について伺う。 
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 イ 基地との一体的復興の重要性について、市長の発

信力は、功を奏しているか。 

 

(5) 東日本大震災からの復興と東松島市第２次総合計画

  の具現化については、所信の通りと考える。 

   新たなまちづくりが戦略的には「人育み 人輝く

東松島」の表現には同意するが、認識している通り、

いわゆる「街並みの変化」、「さらなる高齢化社会への

加速」、「子育て支援の多様化」、「空き家対策を含め

た定住化促進」などが予想される。さらに、被災者支

援については、実施計画では「心の復興」に真摯に向

かう必要がある。実施計画策定における指針について

伺う。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長】
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１．市政執行の

所信について 

 
東日本大震災から５年を迎えようとしている。平成２８

年２月定例会で市長は最優先で進めてきた住宅地造成工

事、災害公営住宅の確保にも野蒜北部丘陵地を除き概ね完

了できつつあると報告された。これまでの復旧事業につい

ては議会、市民とも成果を高く評価するものと推察する。

市長は集団移転の完成はゴールではなく本格的な復興 

のスタートとも位置付けている。平成２８年度から以後５

カ年の３２年までの「第２次総合計画」に基づき、本市の

財産であり、理念でもある市民協働を基本に据え東松島市

の輝きを高める市政を推進するとしている。「東松島市総

合計画前期基本計画」に基づき、５つの重点施策で新たな

スタートを切るといっている。以上５つの施策について、

それぞれ伺う。 

 

(1) 安全安心に暮らせる防災自立都市づくりの推進につ

いて。 

① 復興の加速化をどう押し進めるのか。 

 

② 将来にわたって安全な防災減災型のまちづくりを

どう進めるのか。 

 

(2) 若い世代の定住促進について。 

① 子育てしやすく若者と子育て世帯の定住促進をと

あるがどう押し進めるのか。 

 

② 雇用対策充実はいかに。 

 

(3) 健康寿命の延伸について。 

① 高齢者の健康管理、体力維持等については、全市的

にどのような方策で取り組むのか。 

 

(4) 自治協働の推進について。 

① 平成２９年度より全市で取り組もうとしている地

域自治会制度に向けた啓発等については十分対応で

きるのか。 
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(5) 産業振興の推進。 

① 産業振興は雇用の創出と密接に連携する分野であ

るが、どう対処するか。 

 

② この事業は人口減少、地域活性化策とも関連があ

るが、市長はどう捉えるか。 

 

③ 「東松島市版総合戦略～東松島ニコニコ大作戦～」

と同時期になるとあるが、対応十分か。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長】
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